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徹底比較?! 

ＥＦ６６ vs. 大阪市交６６系 
 

重野 誉敬 

 

0. はじめに 

もともとは「鉄っぽい本」シリーズ各号の

発行時のコミケットの番号にちなんで「蒸気

機関車Ｃ○○」として始まったこの連載、前

回からは屁理屈を付けて「電気機関車ＥＦ○

○」と衣替えをしておりますが、今回はめで

たく？ＥＦ６６の番となります。 

さて、６６という数字の鉄道車両と言えば

忘れてはいけないのが大阪市交通局の６６系

電車。 

数字以外にほとんど共通点の見られない？

この両形式を無理矢理徹底比較してみるとい

うのがこの企画です。 

なお、本稿に写真が無いのは筆者が取材を

サボっていたためですので悪しからずご了承

願います。 

 

1. プロフィール 

まずは簡単に両者はどんな車輌なのか、そ

のプロフィールをごく簡単に紹介してみまし

ょう。 

1.1 ＥＦ６６ 

ＥＦ６６は言わずとしれた旧国鉄→ＪＲの

電気機関車です。Ｅは電気機関車を意味し、

Ｆは駆動軸が６軸、６６は番号で５０～６９

までの間は直流高速電気機関車を意味すると

いう事は恐らくはご存じの事と思われます。

現在はＪＲ貨物とＪＲ西日本に在籍しており、

貨物列車牽引のほか、東海道本線のブルート

レインの牽引でも活躍しています。旧国鉄か

ら引き継がれた０番台のほか、分割・民営化

後にＪＲ貨物が新製増備した 100 番台が存在

します。有名な車両なので紹介はこのくらい

でひとまず終了。 

表 1：大阪市営地下鉄各路線 

番号 路線名 区間 電気方式 推進方式 相互直通運転 

１号線 御堂筋線 江坂－中百舌鳥 直流750V 

第三軌条式 

粘着推進 北大阪急行 

２号線 谷町線 大日－八尾南 - 

３号線 四つ橋線 西梅田 

－住之江公園 

- 

４号線 中央線 大阪港－長田 近鉄東大阪線 

大阪港トランス

ポートシステム 

５号線 千日前線 野田阪神－南巽 - 

６号線 堺筋線 天神橋筋六丁目

－天下茶屋 

直流1500V

架空線式 

阪急千里線・京

都線 

７号線 長堀鶴見緑地線 大正－門真南 リニアモータ - 
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1.2 大阪市交通局６６系 

これにくらべれば大阪市交通局の６６系は

比較的マイナーな車両と言えるでしょう。大

阪市交通局には地下鉄と新交通ニュートラム

があり、大阪市営地下鉄には現在７路線があ

りますが、そのうち６号線・堺筋線を走行す

る車両です。表１に大阪市営地下鉄の各路線

のごく簡単な概要を挙げておきます。東京の

地下鉄は１号線：都営浅草線、２号線：東京

メトロ日比谷線…と号線番号と路線名の関係

が非常にわかりにくいのですが、大阪の地下

鉄は比較的常識的？な番号となっているので

わかりやすいのは有り難いです。 

表１からわかるとおり大阪市営地下鉄では

電気方式が直流 750V 第三軌条（サードレー

ル）式という路線が多いのですが、６６系が

走行する堺筋線は阪急千里線・京都線と相互

直通運転を行うという事からごく一般的なパ

ンタグラフで集電する架空線式となっていま

す。また、長堀鶴見緑地線のようなリニアモ

ータ推進ではなく、モータで車輪を回して線

路を蹴って進むごく普通の粘着推進です。そ

のような仕様を見る限り、堺筋線は大阪市営

地下鉄で唯一「普通の路線」と言えるかもし

れません。って、大阪市交通局は全線が鉄道

免許ではなく軌道特許（路面電車に多い）で

あるなど、他の鉄道事業者には見られない特

徴があったりするのですけれども傍目にはわ

からないのでそれはそれということで。 

 大阪市交の堺筋線用の車両としては開業当

初からの６０系と本稿で紹介する６６系とが

あります。このほか、阪急から 3300 系などが

乗り入れてきます。 

 現在は６６系は８両編成です。現在は、と

いう言い方をしたのは、1990 年の登場当初は

６両編成で、後に増結されているからです。

ＭＴ比は１：１、４Ｍ４Ｔです。 

 以上をまとめると、以下のような感じとな

るでしょうか。 

 ＥＦ６６ ６６系 

種類 電気機関車 電車 

製造初年 1966 年 1990 年 

電気方式 直流 1500V 架空線式 

編成 単機 ８両(4M4T) 

駆動軸 ６軸 １６軸 

走行線区 ＪＲ各線 大市交堺筋線 

阪急千里線・京

都線 

製造両数 ８９両 １３６両 

 

2. 車体・寸法 

 さて、前置きが長くなりましたが、いよい

よ比較に入ります。まずは外観、車体につい

てからです。同じ系列でもロットにより仕様

が異なる場合があるので、いずれも初期の車

両を想定しています。 

 ＥＦ６６ ６６系 

車体 鋼製 ステンレス 

車体長 

(連結器中心間隔) 

18,200mm 18,900mm 

全幅 2800mm 2845mm 

高さ(パンタ除く) 3872.3mm 4080mm 

大きさはさほど違いがありませんが、ＥＦ

６６の方が少しだけ小さい、という事になり

ます。続いて重さを比べてみると、 

 ＥＦ６６ ６６系 

重量 100.8t(単機) 258.5t(8 両編成) 
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ＥＦ６６一両分と、６６系３両ぐらいとでほ

ぼ同じ重さとなります。こう見ると機関車が

いかに重いかがわかります。 

 ただし、電車の方は空車重量ですので、こ

れに乗客の重さを加えてみましょう。６６系

の乗車定員は編成あたり 1108 名ですので、こ

れに一人あたり65kgを掛けてみると約72tと

なります。仮にラッシュ時に乗車率 200%とす

ると約 144t となり、空車重量に加えてその半

分以上の荷重が加わるという事になりますが、

堺筋線の最混雑率は平成 13 年に 115%との事

なのでそこまでの荷重は掛からないという事

になります。それにしても通勤電車というの

は自重に対して結構な割合の重さの乗客が乗

れるものだと感心させられますね。 

 一方、機関車の方は貨車を牽引する訳です

が、ＥＦ６６の場合には 1,000t 級の貨車を時

速 100km で牽引する事を目指して作られてい

ます。1,000t というのは乗車率 100%の６６系

３編成分の重量という事になります。 

 さて、重さはともかくとして大きさについ

てはＥＦ６６の方が若干小さい、という事が

わかりましたが、図面を見比べてみたところ

ＥＦ６６の方が寸法がかなり大きい部分があ

りました。 

 ＥＦ６６ ６６系 

車輪直径 1,120mm 860mm 

固定軸距 2,800mm 2,200mm 

 固定軸距というのは台車の二軸の間隔で、

いずれもＥＦ６６の方がかなり大きくなって

います。どちらも機関車として、あるいは電

車としてはごく普通の寸法で、一般に機関車

は大型の主電動機を台車枠に収める必要性か

ら大きくなっています。 

 そうそう。逆に６６系の方がＥＦ６６に比

べて３割以上寸法が大きい部分もありました。 

 ＥＦ６６ ６６系 

軌間 1,067mm 1,435mm 

 

3. 主回路・性能 

 さて、数字以外の共通点がこれまでのとこ

ろ「電気方式が直流 1500V 架空線式」という

事ぐらいしか見当たらないこれら両系列、続

いては主回路について比較してみましょう。 

 ＥＦ６６ ６６系 

制御方式 直並列切換・

バーニア付き

抵抗制御・弱

め界磁制御 

VVVFインバ

ータ制御 

主電動機 直流直巻電動

機 

籠型誘導電

動機 

主電動機出力 650kw 180kw 

総出力 3,900kw 2,880kw 

最高運転速度 100km/h 110km/h 

 出力はＥＦ６６が上回っていますが、荷重

時の総重量はＥＦ６６が約 1,100t、６６系が

せいぜい 400tですから、出力／重量比（パワ

ーウェイトレシオ）で比べると、６６系が数

倍上回るという事になります。 

 

4. まとめ 

 全然違う二種類の車両を無理矢理比較して

みましたが、やっぱり共通点はほとんどあり

ませんでしたということで。それでも、数字

で比較してみると数字が近いもの、一方が大

きいもの小さいもの、いろいろありますね。 

そんな訳で今回は落ちもなくおしまい。次

回はＥＦ６７です。 


